
 

 

 

 

 

 

チャレンジクラスの新設！！！ 
早いもので、本年度も終わりに近づいてまいりました。保護者、地域の皆様におかれましては、いかがお過ご 

しでしょうか。くれぐれも、ご自愛くださいますようお願い申し上げます。 

    さて、本号では、4月 1日に本校に設置されますチャレンジクラスの御紹介をさせていただきます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校チャレンジクラス（9組）の特色 

  習熟度別自由進度学習・・・国語、数学（算数）、外国語（英語）では、学年の枠を超えた、３クラス６展開の 

習熟度別自由進度学習を展開します。 

    多彩な体験学習・・・・・・平素と異なる生活環境での学びを重視し、年間を通じた農業体験やセカンド 

スクール、年間４回程度の遠足など、多彩な体験活動を計画しています。 

  個に応じた学校生活のきまり 

            ・・・・・・標準服や体育着の着用など「学校生活のきまり」を抜本的に見直し、生徒本 

人や保護者とともに個々の生徒に応じた「学校生活のきまり」の実現を目指 

します。 

   リラックスの時間・・・・・保健体育では、体つくり運動の一部で、「リラックス」、朝の時間で、SST を行 

い、生徒の心身の健康の保持増進を目指します。 

定期考査の廃止・・・・・・評定によらない、評価を行う一方で、個の学習進度に応じた実力テストで、学 

習の習熟状況を確認します。 

個に応じた調べる学習・・・理科・社会では、自己が設定した課題に向けた調べる学習を中心に学習し、 

発表会を行います。 

探究的な学び・・・・・・・「読書科」では、フィールドワークによる探究的な学びを実現します。 

「創造」の時間・・・・・・音楽科、美術科、技術科、家庭科の授業は、「創造」の時間を設け、一年を通し 

て、単元を精選して計画的に行います。 

   ※制服は指定せず、服装は自由となります。篠崎中学校の標準服、私服、以前の学校の標準服いずれでも構いません。 
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チャレンジクラスとは・・・ 
生徒が、安心して学校生活を送ることができるようなゆとり 

のある生活時程を実現し、学習保障、心理的な支援を行う 

クラスで、本校に設置されたクラスです。 

※都内では10クラスのみの設置となっています。 

＜教室環境＞ 

〇従来の教室にとらわれない環境！！！ 

〇学習エリアを一定程度区切り、可能な限り、他の生徒 

と接することがないような教室配置を実現！！！ 

＜開設コース＞ 

〇登校コース：各学年１０名程度 

〇オンラインコース：各学年５名程度 

 

 

 

 

 

２月 1日時点での教室イメージ 



 

チャレンジクラス参考時間割（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

栄光をたたえて・・・ 
部活動名 大会名・種目・順位等 

8組 

東京都陸上競技大会 

50m走 第 3位  

男子２年 走幅跳 第３位 第６位  

女子２年 400m走 第１位  

男子３年４００m走 第３位  

女子２年 ２００m走 第５位  

女子３年１００m走 第６位 第８位  

陸上競技部 

第 66回葛飾柴又ロードレース 

女子中学 2.3年 2Km 第 4位 第 5位 第 6位  

           第 9位 第 10位  

女子中学 1年 2Km  第 5位 第 6位 第 7位  

  第 9位  

第 62回東京都中学校ロードレース大会 

女子中学 1年 1Km 第 3位  

卓球部 

第４６回関東中学生江戸川区招待卓球大会区内選考会 兼 第７６回江戸川区民総合体

育祭秋季中学生卓球大会（男女団体戦） 兼 シード権大会 

男子団体５位  

女子団体５位  

Bチーム以下の部６組 １位  

バドミントン部 

令和５年度 江戸川区バドミントン連盟南地区予選 

１年男子の部 第１位   第５位   

１年女子の部 第１位  

令和５年度 江戸川区バドミントン連盟杯争奪戦大会 

１年男子の部 第１位  

１年女子の部 第１位  

２年女子の部 第３位  

本校の取り組み 

いじめ防止対策推進法に関わる校内研修の実施 

 令和６年 1月に江戸川区教育委員会事務局、教育研究所 百々和世所長及び 教育指導課 千葉 一知  

統括指導主事からの御助言を受けて、本校では、いじめ防止対策推進法に関わる校内研修を実施しました。 

     生徒の安心が保たれるよう、今後も、全職員での共通理解の下、いじめ防止を強化してい参ります。 


